
報道発表資料 

東京消防庁 Tokyo Fire Department 

平成２９年３月１６日 

 

平成２８年「消防に関する世論調査」を実施 

 

東京消防庁では、東京消防庁管内に居住する３，０００人を対象に「平成

２８年消防に関する世論調査」を実施しました（１，３７０人が回答）。 

今後、本調査結果をもとに、各種施策を検討してまいります。 

 

１ 調査結果の特徴について 

  別紙１「平成２８年『消防に関する世論調査』結果の特徴」をご参照くだ

さい。 

 

２ 意識調査の結果について 

  別紙２「平成２８年『消防に関する世論調査』結果概要」をご参照くださ

い。 

 

 

 

 

問合せ先 

 東 京 消 防 庁 ㈹ 電話 3212－2111 

広 報 課 報 道 係 内線 2345～2349 

広 報 課 都 民 の 声 係 内線 2322 2325 



別紙１ 

 

 

平成２８年『消防に関する世論調査』結果の特徴 

 

 東京消防庁に力を入れて欲しいことは、「大地震などによる大規模災害時

の火災、救助への対応」が８割を超えました。 

 家庭内で、「家具類の転倒・落下・移動防止対策」を全部又は一部実施

している人は５７．６％、実施していない人が２８．７％、倒れる可能

性のある家具類がない又は家具を置いていない人が９．３％でした。今

後発生が危惧されている大地震に備え、未実施率の低下に重点を置いた

普及啓発を図ってまいります。 

 東京消防庁救急相談センター（＃7119）を知っているかについては、「知

っていて、利用したことがある」が 11.1％、「知っているが、利用したこ

とはない」が 42.7％であり、２つの回答を合わせ「知っている」が 53.8%
で、「知らない」が 44.2％でした。 

 「認定優良防火対象物や違反対象物の情報を公表している」ことを知っ

ているが 15.1％でした。また、東京消防庁に力を入れてほしいこととし

て、「火災発生時の危険性が高い施設の公表」が３６．５％でした。東京

２０２０大会を控え、優良防火対象物認定制度や違反対象物公表制度の

周知促進を図ってまいります。 

 住宅用火災警報器の設置状況は、「設置が義務付けられている場所（全て

の居室、台所、階段）全てに設置している」が 64.8％、「義務付けられて

いる場所の一部にしか設置していない」が 21.2％でした。 

さらに、住宅用火災警報器を「全てに設置している」または「一部にし

か設置していない」と回答した方の、作動確認の実施状況は、「作動確認

を実施した」が 45.9％、「本体交換を実施した」が 4.8％、「知らなかっ

た」が 21.7％でした。 
今後、「未設置」及び「義務付けられている場所の一部にしか設置してい

ない」住宅に対し、引き続き設置が義務付けられている全ての場所への

設置促進を図っていくとともに、作動確認方法や、電池・機器本体の交

換方法などの適正な維持管理方法についても周知を図っていきます。 
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別紙２ 

平成２８年「消防に関する世論調査」結果概要 

 

１ 実施時期及び調査対象 

今回の世論調査は、１０月６日から１５日間、当庁管内に住む２０歳以上の男女

３,０００人を対象に、郵送配付・回収方式で実施した。回答は１，３７０人から寄

せられ、回収率は４５．７％であった。 

 

２ 標本抽出方法（層化二段無作為抽出法） 

⑴ 第１段階：調査地点の抽出 
管内を下表のように 12 の地域に分け、それぞれの人口に応じ、全 250 地点（町

丁目）を比例配分した。各地域内の調査地点は等間隔抽出法により決定した。 
 

12 地域 区市町村 

①都心地域 千代田区 中央区 港区 

②山手地域 新宿区 文京区 渋谷区 豊島区 

③下町地域 台東区 墨田区 江東区 荒川区 

④東部地域 足立区 葛飾区 江戸川区 

⑤西部地域 練馬区 中野区 杉並区 世田谷区 目黒区 

⑥南部地域 大田区 品川区 

⑦北部地域 北区 板橋区 

⑧西多摩地域 青梅市 福生市 羽村市 あきる野市 瑞穂町 日の出町 檜原村 奥多摩町 

⑨南多摩地域 八王子市 町田市 日野市 多摩市 

⑩北多摩西部地域 立川市 昭島市 国分寺市 国立市 東大和市 武蔵村山市 

⑪北多摩北部地域 小平市 東村山市 清瀬市 東久留米市 西東京市 

⑫北多摩南部地域 武蔵野市 三鷹市 府中市 調布市 小金井市 狛江市 

 
⑵ 第２段階：調査対象者の抽出 

該当する調査地点の区市町村の住民基本台帳から、１地点につき 12 人を等間

隔で抽出した。 

 
⑶ 地域別回収状況 

 配布数 回収数 回収率（％） 

①都心地域 96 47 49.0 

②山手地域 240 90 37.5 

③下町地域 264 111 42.0 

④東部地域 408 179 43.9 

⑤西部地域 636 299 47.0 

⑥南部地域 252 113 44.8 
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⑦北部地域 204 98 48.0 

⑧西多摩地域 84 41 48.8 

⑨南多摩地域 288 138 47.9 

⑩北多摩西部地域 144 68 47.2 

⑪北多摩北部地域 156 85 54.5 

⑫北多摩南部地域 228 101 44.3 

計 3,000 1,370 45.7 

 

３ 回答者属性 

⑴ 居住地 

居住地 人数 割合(%) 居住地 人数 割合(%)

①都心地域 47 3.4 ⑦北部地域 98 7.2

②山手地域 90 6.6 ⑧西多摩地域 41 3.0

③下町地域 111 8.1 ⑨南多摩地域 138 10.1

④東部地域 179 13.1 ⑩北多摩西部地域 68 5.0

⑤西部地域 299 21.8 ⑪北多摩北部地域 85 6.2

⑥南部地域 113 8.2 ⑫北多摩南部地域 101 7.4

 

⑵ 性別 

性別 人数 割合(%) 

男性 610 44.5 

女性 760 55.5 

 

⑶ 年齢 

年齢 人数 割合(%) 年齢 人数 割合(%) 

20 代 122 8.9 50 代 220 16.1 

30 代 188 13.7 60 代 274 20.0 

40 代 295 21.5 70 歳以上 271 19.8 

 

⑷ 職業 

職業 人数 割合(%) 職業 人数 割合(%) 

自営業主 131 9.6 学生 26 1.9 

家族従業(家業手伝い) 33 2.4 その他の無職 118 8.6 

勤め(フルタイム) 519 37.9 その他 12 0.9 

勤め(パートタイム) 190 13.9 無回答 24 1.8 

無職の主婦・主夫 317 23.1  
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⑸ 世帯構成（自身若しくは同居人） 

世帯構成 人数 割合(%)

6 歳以下の乳幼児 156 11.8 

65 歳以上の方 517 39.2 

病気などで寝たきりの方 7 0.5 

身体の不自由な方 88 6.7 

いずれもいない 637 48.3 

 

⑹ 住居形態 

住居形態 人数 割合(%)

一戸建て 742 54.2 

マンション・アパート 558 40.7 

社宅・公務員住宅・寮・寄宿舎など 24 1.8 

その他 28 2.0 

無回答 18 1.3 

 

⑺ 建物構造 

建物構造 人数 割合(%) 建物構造 人数 割合(%)

木造 639 46.6 その他 7 0.5 

木造以外 703 51.3 無回答 21 1.5 

 

⑻ 所有区分 

所有区分 人数 割合(%) 所有区分 人数 割合(%) 

持家（家族所有含む） 984 71.8 その他 13 0.9 

賃貸 354 25.8 無回答 19 1.4 
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４ 集計結果 

 

（1） 消防⾏政への要望 
 

Ｑ１ 東京消防庁では、都⺠のみなさまの安全・安⼼の確保及び⾼度防災都市づくりに向けた効果
的な消防⾏政を推進するため、全職員⼀丸となって取り組んでいます。 
あなたは今後、東京消防庁にどのようなことに⼒を⼊れてほしいと思いますか。次の中から
いくつでも選んでください。 

 
 件 数 割合 (%)

⼤地震など⼤規模災害における消⽕活動・救助活動能⼒の強化 1,045 81.8 

あらゆる⽕災に迅速的確に対応できる精強な消防部隊の配備 832 65.2 

集中豪⾬などによる⽔災・⼟砂災害対応⼒の強化 758 59.4 

放射性物質、⽣物剤、危険物及び毒物等の特殊災害対応⼒の強化 597 46.8 

増⼤する救急需要に対応した救急活動体制の充実強化 545 42.7 

応急⼿当（ＡＥＤの使い⽅等）の普及促進 491 38.4 

⽕災発⽣時の危険性が⾼い施設の公表 466 36.5 

地域住⺠に対する防⽕防災知識の普及啓発活動の充実 404 31.6 

不特定多数の⼈が集まる施設への防⽕防災に関する規制強化 392 30.7 

救急相談センターの利⽤促進及び運営体制の強化 389 30.5 

消防団の災害対応⼒の強化 369 28.9 

地域住⺠に対する防⽕防災訓練指導等の充実 336 26.3 

事業所（共同住宅の共⽤部分を含む）への防⽕防災指導の充実 220 17.2 

ホームページ、Twitter、Facebook 等を活⽤した情報発信の充実 206 16.1 

都外及び国外への災害活動⽀援 153 12.0 

消防少年団（ＢＦＣ）の活動内容の充実 110 8.6 

消防博物館や防災館などの施設の充実 92 7.2 

その他 38 3.0 

全  体 1,277 ― 
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その他

消防博物館や防災館などの施設の充実

消防少年団（ＢＦＣ）の活動内容の充実

都外及び国外への災害活動⽀援

ホームページ、Twitter、Facebook等を活⽤した情報発信の充実

事業所（共同住宅の共⽤部分を含む）への防⽕防災指導の充実

地域住⺠に対する防⽕防災訓練指導等の充実

消防団の災害対応⼒の強化

救急相談センターの利⽤促進及び運営体制の強化

不特定多数の⼈が集まる施設への防⽕防災に関する規制強化

地域住⺠に対する防⽕防災知識の普及啓発活動の充実

⽕災発⽣時の危険性が⾼い施設の公表

応急⼿当（ＡＥＤの使い⽅等）の普及促進

増⼤する救急需要に対応した救急活動体制の充実強化

放射性物質、⽣物剤、危険物及び毒物等の特殊災害対応⼒の強化

集中豪⾬などによる⽔災・⼟砂災害対応⼒の強化

あらゆる⽕災に迅速的確に対応できる精強な消防部隊の配備

⼤地震など⼤規模災害における消⽕活動・救助活動能⼒の強化
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（2） 地震に関すること 
 

■⼤地震発⽣時の⾏動等について 
 

Ｑ２ あなたが家でテレビを⾒ている時、⼤きな地震が発⽣しました。あなたは、まず何をします
か。次の中から１つだけ選んでください。 

 

 
平成 26 年 
(n=1,801) 

平成 27 年 
(n=1,505) 

平成 28 年 
(n=1,370) 

⾝の安全を図る 42.9 47.6 48.2 

使っている⽕を消したり、⽕の元を確認する 29.3 28.4 28.7 

⼾や窓を開け避難路を確保する 15.7 13.6 12.6 

そのままの状態で様⼦を⾒る 9.3 7.5 8.0 

外に出る 0.9 0.5 1.8 

その他 0.7 0.9 0.7 

無回答 1.1 1.5 0.0 

 
  

1.1 
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0.9 

9.3 

15.7 

29.3 

42.9 

1.5 

0.9 

0.5 

7.5 

13.6 

28.4 

47.6 

0.0 

0.7 

1.8 

8.0 

12.6 

28.7 

48.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

その他

外に出る

そのままの状態で様⼦を⾒る

⼾や窓を開け避難路を確保する

使っている⽕を消したり、

⽕の元を確認する

⾝の安全を図る

平成28年

平成27年

平成26年
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Ｑ３ あなたが家でテレビを⾒ている時、緊急地震速報が流れました。あなたは、まず何をします
か。次の中から１つだけ選んでください。 

 

 
平成 26 年 
(n=1,801) 

平成 27 年 
(n=1,505) 

平成 28 年 
(n=1,370) 

使っている⽕を消したり、⽕の元を確認する 43.7 46.5  42.9 

⾝の安全を図る 18.7 20.3  20.8 

そのままの状態で様⼦を⾒る 17.0 14.4  18.5 

⼾や窓を開け避難路を確保する 18.3 16.3  16.6 

その他 1.0 0.9  0.7 

外に出る 0.6 0.3  0.5 

無回答 0.7 1.3  0.0 
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⼾や窓を開け避難路を確保する
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⾝の安全を図る

使っている⽕を消したり、

⽕の元を確認する

平成28年

平成27年

平成26年
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■地震に対する備えについて 
 

Ｑ４ ⼤きな地震が発⽣した場合、地域で協⼒し合うことが⼤切です。そのため、⽇ごろから訓練
などを通じて災害に備えることが必要ですが、あなたがお住まいの地域で、特に重要だと考
える協⼒体制について、次の中からいくつでも選んでください。 

 

 件 数 割合 (%)

⽕災発⽣時の初期消⽕ 930 68.1 

⾼齢者や障害のある⽅に対する避難などの⽀援 703 51.5 

倒壊建物などからの救出・救助 678 49.7 

地震発⽣後の隣近所に対する安否確認 628 46.0 

けがをした⼈に対する応急⼿当 556 40.7 

⽕災や津波が発⽣した時の避難誘導 507 37.1 

その他 25 1.8 

全  体 1,365 ― 
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⽕災や津波が発⽣した時の避難誘導

けがをした⼈に対する応急⼿当

地震発⽣後の隣近所に対する安否確認

倒壊建物などからの救出・救助

⾼齢者や障害のある⽅に対する

避難などの⽀援

⽕災発⽣時の初期消⽕
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Ｑ５ あなたの家で、⼤地震への備えとして⾏っていることを、次の中からいくつでも選んでくだ
さい。※ 家具類の転倒・落下・移動防⽌対策については、次の問で伺います。 

 

 
平成 27 年
(n=1,490)

平成 28 年 
(n=1,369) 

⾮常⽤の照明（懐中電灯、ろうそく・マッチ等）の準備 77.9 77.9 

数⽇分の⾷料・飲料⽔の備蓄 61.7 64.7 

携帯ラジオの準備 55.7 57.0 

救急医薬品（⾵邪薬、消毒液等）の常備 39.7 42.0 

避難場所・避難経路の確認 42.6 38.4 

現⾦・通帳等貴重品の速やかな持ち出し準備 30.3 28.6 

⾃分が住む地域の危険度の確認 23.3 19.5 

⾮常時の連絡⽅法など家族⼜は隣近所との話し合い 20.8 18.0 

建物の補強 13.2 15.1 

災害時伝⾔ダイヤルの確認（171 など） 13.4 12.1 

地震時に電源が⾃動的に切れるブレーカーやコンセントの設置 5.8 11.2 

救助活動に活⽤できる道具（ノコギリ、バール等）の準備 8.1 9.7 

何もしていない 6.4 5.6 

近所の防災資器材倉庫の確認 6.2 5.3 

地域・我が家の防災マップの作成 3.3 3.8 

その他 1.7 1.2 
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地域・我が家の防災マップの作成

近所の防災資器材倉庫の確認

何もしていない

救助活動に活⽤できる道具（ノコギリ、バール等）の準備

地震時に電源が⾃動的に切れるブレーカーやコンセントの設置
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数⽇分の⾷料・飲料⽔の備蓄

⾮常⽤の照明（懐中電灯、ろうそく・マッチ等）の準備

平成28年

平成27年
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Ｑ6－１ 近年、⽇本で発⽣した⼤きな地震では、家具や家電が倒れてきたり、⾼いところに置いて
ある物が落ちたりすることにより、多くの⽅が負傷しています。あなたの家での、「家具
類の転倒・落下・移動防⽌対策」の実施状況を、次の中から１つだけ選んでください。 

 

 
平成 27 年 
(n=1,505) 

平成 28 年 
(n=1,370) 

すべての家具類に実施している 6.6  5.8  

⼀部の家具類に実施している 60.0  51.8  

倒れる可能性のある家具類がない⼜は家具を置いていない 7.3  9.3  

実施していない 24.9  28.7  

無回答 1.2  4.4  

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

1.2 

24.9 

7.3 

60.0 

6.6 

4.4 

28.7 

9.3 

51.8 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

実施していない

倒れる可能性のある家具類がない

⼜は家具を置いていない

⼀部の家具類に実施している

すべての家具類に実施している

平成28年

平成27年
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Ｑ6－２ 家具類の転倒・落下・移動防⽌対策を実施していない（⼀部にのみ実施している⽅は、実
施していない部分について）理由を、次の中からいくつでも選んでください。 

 

 
平成 27 年
(n=1,156)

平成 28 年 
(n=1,053) 

⾯倒である 30.2 33.3 

その他 17.4 23.3 

建物の壁にキズをつけたくない 25.3 22.0 

建物に取り付ける場所がない 19.0 20.1 

⽅法がわからない 14.3 15.2 

器具などが⾼価である 16.1 14.2 

家具に器具取り付けのためのキズをつけたくない 13.0 9.2 

地震で家具が倒れるとは思わない 7.8 6.5 

建物が免震または制振構造である（※） ― 6.4 

※「建物が免震または制振構造である」は平成２８年新規に選択肢追加 

 
 

 

 

 

 
  

-

7.8 

13.0 

16.1 

14.3 

19.0 

25.3 

17.4 

30.2 

6.4 

6.5 

9.2 

14.2 

15.2 

20.1 

22.0 

23.3 

33.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

建物が免震または制振構造である

地震で家具が倒れるとは思わない

家具に器具取り付けのための

キズをつけたくない

器具などが⾼価である

⽅法がわからない

建物に取り付ける場所がない

建物の壁にキズをつけたくない

その他

⾯倒である

平成28年

平成27年
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Ｑ７ 東京都内の事業所にお勤めの⽅にお聞きします。お勤めの職場内で、什器類（机、ロッカー、
複写機など）に、転倒・落下・移動防⽌対策は実施していますか。次の中から１つだけ選んで
ください。 

 

 平成 27 年
(n=962)

平成 28 年 
(n=776) 

すべての什器類に実施している 15.9 12.6 

⼀部の什器類に実施している 43.9 40.7 

対策を実施する必要のある什器類がない 4.7 6.2 

実施していない 35.6 40.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

35.6 

4.7 

43.9 

15.9 

40.5 

6.2 

40.7 

12.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

実施していない

対策を実施する必要のある什器類がない

⼀部の什器類に実施している

すべての什器類に実施している
平成28年

平成27年
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（3） 救急に関すること 
 

■救急⾞の利⽤経験について 
 

Ｑ８ 今までに、あなたは救急⾞を利⽤したことがありますか。次の中からいくつでも選んでくだ
さい。（利⽤したことがある⽅は、回数も選んでください。） 

 

 
平成 27 年 
(n=1,477) 

平成 28 年
(n=1,340)

あなたのケガや病気で、あなたが救急⾞を呼んだことがある（1 回） 11.8 13.1 

あなたのケガや病気で、あなたが救急⾞を呼んだことがある（2 回以上） 4.6 5.1 

あなた以外の⼈（家族、友⼈、居合わせた⼈等）のケガや病気で、あなたが救急⾞を呼んだことがある（1 回） 28.1 28.5 

あなた以外の⼈（家族、友⼈、居合わせた⼈等）のケガや病気で、あなたが救急⾞を呼んだことがある（2 回以上） 20.2 20.4 

あなたのケガや病気で、あなた以外の⼈（家族、友⼈、居合わせた⼈等）に救急⾞を呼ばれたことがある（1 回） 19.8 16.2 

あなたのケガや病気で、あなた以外の⼈（家族、友⼈、居合わせた⼈等）に救急⾞を呼ばれたことがある（2 回以上） 5.3 5.9 

救急⾞を呼んだ（呼ばれた）が、症状が回復するなどして、結果的に救急⾞で運ばれなかったことがある 2.2 1.5 

救急⾞を利⽤したことがない 36.9 35.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

36.9

2.2

5.3

19.8

20.2

28.1

4.6

11.8

35.8 

1.5 

5.9 

16.2 

20.4 

28.5 

5.1 

13.1 

救急⾞を利⽤したことがない

救急⾞を呼んだ（呼ばれた）が、症状が回復するなどして、

結果的に救急⾞で運ばれなかったことがある

あなたのケガや病気で、あなた以外の⼈（家族、友⼈、居合

わせた⼈等）に救急⾞を呼ばれたことがある（2回以上）

あなたのケガや病気で、あなた以外の⼈（家族、友⼈、居合

わせた⼈等）に救急⾞を呼ばれたことがある（1回）

あなた以外の⼈（家族、友⼈、居合わせた⼈等）のケガや病気で、

あなたが救急⾞を呼んだことがある（2回以上）

あなた以外の⼈（家族、友⼈、居合わせた⼈等）のケガや病気で、

あなたが救急⾞を呼んだことがある（1回）

あなたのケガや病気で、あなたが救急⾞を呼んだことがある

（2回以上）

あなたのケガや病気で、あなたが救急⾞を呼んだことがある

（1回）

0% 10% 20% 30% 40%

平成28年

平成27年
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Ｑ９ Ｑ８で「救急⾞を呼んだことがある⽅」と回答した⽅にお聞きします。救急⾞を呼んだ理由
を、次の中からいくつでも選んでください。 

 

 
平成 27 年 
(n=787) 

平成 28 年 
(n=550) 

⽣命の危険があると思った 50.4 52.5 

⾃⼒で歩ける状態でなかった 50.3 51.3 

軽症や重症の判断がつかなかった 29.5 22.9 

夜間・休⽇で診察時間外だった 20.1 20.5 

どこの病院に⾏けばよいかわからなかった 9.5 8.9 

かかりつけの医師⼜は医療関係者に薦められた 8.9 8.9 

家族や友⼈、居合わせた⼈に薦められた 10.5 7.8 

交通事故だった 11.2 6.9 

病院へ連れて⾏ってくれる⼈がいなかった 4.8 5.6 

その他 7.0 5.5 

救急相談センターを利⽤したとき、救急⾞での受診を薦めら

れお願いした 
5.7 4.5 

救急⾞で病院に⾏った⽅が優先的に診てくれると思った 3.6 4.0 

交通⼿段がなかった 3.3 2.7 
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3.3 

3.6 

5.7 

7.0 

4.8 

11.2 

10.5 

8.9 

9.5 

20.1 

29.5 

50.3 

50.4 

2.7 

4.0 

4.5 

5.5 

5.6 

6.9 

7.8 

8.9 

8.9 

20.5 

22.9 

51.3 

52.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

交通⼿段がなかった

救急⾞で病院に⾏った⽅が優先的に

診てくれると思った

救急相談センターを利⽤したとき、

救急⾞での受診を薦められお願いした

その他

病院へ連れて⾏ってくれる⼈がいなかった

交通事故だった

家族や友⼈、居合わせた⼈に薦められた

かかりつけの医師⼜は医療関係者

に薦められた

どこの病院に⾏けばよいかわからなかった

夜間・休⽇で診察時間外だった

軽症や重症の判断がつかなかった

⾃⼒で歩ける状態でなかった

⽣命の危険があると思った

平成28年

平成27年
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知っていて、利⽤

したことがある

11.1%

知っているが、利

⽤したことはない

42.7%

知らない

44.2%

無回答

2.0%

 
■「東京消防庁救急相談センター」（＃７１１９）及び「東京版救急受診ガイド」に関すること

について 
 

Ｑ１０ あなたは、「東京消防庁救急相談センター」（＃７１１９）を知っていますか。また利⽤し
たことがありますか。次の中から 1 つだけ選んでください。 

 
 件 数 割合 (%) 

知っていて、利⽤したことがある 152 11.1  

知っているが、利⽤したことはない 585 42.7  

知らない 605 44.2  

無回答 28 2.0  

全  体 1,370 100.0  
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知っていて、利⽤

したことがある

2.8%

知っているが、利

⽤したことはない

16.4%

知らない

79.7%

無回答

1.0%

 

Ｑ１１ あなたは、「東京版救急受診ガイド」を知っていますか。また利⽤したことがありますか。
次の中から 1 つだけ選んでください。 

 
 件 数 割合 (%) 

知っていて、利⽤したことがある 39 2.8  

知っているが、利⽤したことはない 225 16.4  

知らない 1092 79.7  

無回答 14 1.0  

全  体 1,370 100.0  
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１１９番通報する

51.9%
かかりつけ医や近

くの医療機関を⾃

分で探し相談する

22.3%

⾃分で医療

機関に⾏く

14.8%

家族や知⼈に

相談する

5.8%

その他

4.2%

無回答

1.0%

 

Ｑ１２ あなたや家族などが、急な病気やケガをした時、もし「東京消防庁救急相談センター」（＃
７１１９）及び「東京版救急受診ガイド」がなかったら、どのような⾏動をとりますか。次
の中から１つだけ選んでください。 

 
 件 数 割合 (%) 

１１９番通報する 711 51.9 

かかりつけ医や近くの医療機関を⾃分で探し相談する 305 22.3 

⾃分で医療機関に⾏く 203 14.8 

家族や知⼈に相談する 79 5.8 

その他 58 4.2 

無回答 14 1.0 

全  体 1,370 100.0 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１３ 全員にお聞きします。「東京消防庁救急相談センター」及び「東京版救急受診ガイド」につ
いて、ご意⾒、ご要望、利⽤した感想などがあれば、ご記⼊ください。 

※ 記述回答（Ｐ. 44 に掲載） 
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■応急⼿当について 
 

Ｑ１4－１ あなたの周りの⼈が急病やケガをしたとき、あなたにできる応急⼿当を、次の中からい
くつでも選んでください。 

 

 
平成 27 年 
(n=1,472) 

平成 28 年 
(n=1,357)

声をかけて励ます 83.5 79.0 

反応（⾝体の動きや意識など）や呼吸などの確認 74.7 76.5 

⽑布をかけるなどして保温する 65.0 60.9 

やけどの⼿当（冷やす、被覆する） 55.1 59.8 

のどに異物がつまった時に、背中を叩いたり、⼝の中からかき出す 48.8 51.4 

出⾎を⽌める 48.3 48.2 

ＡＥＤ（⾃動体外式除細動器）の使⽤ 33.2 31.7 

胸⾻圧迫（⼼臓マッサージ） 28.5 27.3 

⾻折が疑われる部位を固定する 18.0 21.1 

⼈⼯呼吸 21.5 20.3 

ケガ⼈や急病⼈の症状に適した姿勢にする 16.6 20.0 

何もしない 2.6 2.4 

その他の応急⼿当 1.8 1.5 
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1.8 

2.6 

16.6 

21.5 

18.0 

28.5 

33.2 

48.3 

48.8 

55.1 

65.0 

74.7 

83.5 

1.5 

2.4 

20.0 

20.3 

21.1 

27.3 

31.7 

48.2 

51.4 

59.8 

60.9 

76.5 

79.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他の応急⼿当

何もしない

ケガ⼈や急病⼈の症状に適した姿勢

にする

⼈⼯呼吸

⾻折が疑われる部位を固定する

胸⾻圧迫（⼼臓マッサージ）

ＡＥＤ（⾃動体外式除細動器）

の使⽤

出⾎を⽌める

のどに異物がつまった時に、背中を

叩いたり、⼝の中からかき出す

やけどの⼿当（冷やす、被覆する）

⽑布をかけるなどして保温する

反応（⾝体の動きや意識など）や

呼吸などの確認

声をかけて励ます

平成28年

平成27年
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Ｑ１4－２ Ｑ１４－１で「何もしない」を選んだ⽅にお聞きします。あなたが、何もしない理由は
何ですか。次の中からいくつでも選んでください。 

 

 
平成 27 年
(n=37) 

平成 28 年 
(n=33) 

何をしたらよいかわからないから 86.5 66.7  

かえって悪化させることが⼼配だから 70.3 51.5  

誤った応急⼿当をしたら責任を問われそうだから 24.3 27.3  

感染などが⼼配だから 16.2 9.1  

その他 8.1 9.1  

三⾓⼱などの道具がないから 8.1 6.1  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

8.1 

8.1 

16.2 

24.3 

70.3 

86.5 

6.1 

9.1 

9.1 

27.3 

51.5 

66.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

三⾓⼱などの道具がないから

その他

感染などが⼼配だから

誤った応急⼿当をしたら責任を

問われそうだから

かえって悪化させることが

⼼配だから

何をしたらよいかわからないから

平成28年

平成27年
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できる

25.4%

ていねいに説明してくれれば

実施するつもりである

58.3%

できるか

わからない

14.7%

ていねいに説明さ

れてもできない

0.8%

無回答

0.8%

Ｑ１５ あなたの周りにいた⼈が急病やケガをして救急⾞を要請した場合、救急⾞が到着するまで
の間に必要な応急⼿当について、出場中の救急隊等から電話でアドバイスされる場合があ
ります。アドバイスを受ければ応急⼿当を実施できますか？次の中から１つだけ選んでく
ださい。 

 
 件 数 割合 (%)

できる 348 25.4 

ていねいに説明してくれれば実施するつもりである 799 58.3 

できるかわからない 201 14.7 

ていねいに説明されてもできない 11 0.8 

無回答 11 0.8 

全  体 1,370 100.0 
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3.8 

9.5 

14.0 

20.4 

32.9 

36.9 

62.8 

5.5 

9.7 

10.5 

18.1 

29.2 

32.9 

65.8 

その他

⼤規模なイベント型講習

学校の授業内での受講

インターネットを活⽤した電⼦学習（ｅ-ラーニング）

けがの⼿当てなど応急⼿当全般を網羅した⻑時間講習

少数グループでの個別指導型講習

ＡＥＤの取扱いと⼼肺蘇⽣法を中⼼とした短時間講習

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

平成28年

平成27年

 

Ｑ１６ 都⺠の⽅を対象に、様々な応急⼿当講習が⾏われています。あなたが受講してみたいと思
う講習を、次の中からいくつでも選んでください。 

 

 平成 27 年 
(n=1,397) 

平成 28 年
(n=1,287)

ＡＥＤの取扱いと⼼肺蘇⽣法を中⼼とした短時間講習 62.8  65.8 

少数グループでの個別指導型講習 36.9  32.9 

けがの⼿当てなど応急⼿当全般を網羅した⻑時間講習 32.9  29.2 

インターネットを活⽤した電⼦学習（ｅ-ラーニング） 20.4  18.1 

学校の授業内での受講 14.0  10.5 

⼤規模なイベント型講習 9.5  9.7 

その他 3.8  5.5 
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-

25.9 

20.5 

6.1 

32.1 

3.3 

28.8 

4.2 

60.8 

1.7 

8.0 

68.4 

5.3 

25.6 

⺠間救急やサポートCabを利⽤しようと思わない

サポートCabの利⽤⽅法がわからない

サポートCabを利⽤したことがある

サポートCabを知っている

⺠間救急の利⽤⽅法がわからない

⺠間救急を利⽤したことがある

⺠間救急を知っている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

平成28年

平成27年

■⺠間救急（患者等搬送事業者）等について 
 

Ｑ１７ 緊急性がない転院や、⼊退院・通院等で交通⼿段がない場合、患者等搬送事業者（⺠間救急
⾞）やサポートＣａｂ（救命講習を修了している運転⼿が乗務するタクシー）等のサービス
を利⽤できます。あなたにあてはまる項⽬を、次の中からいくつでも選んでください。 

 

 平成 27 年 
(n=1,481) 

平成 28 年
(n=1,318)

⺠間救急を知っている 28.8 25.6 

⺠間救急を利⽤したことがある 3.3 5.3 

⺠間救急の利⽤⽅法がわからない 32.1 68.4 

サポート Cab を知っている 6.1 8.0 

サポート Cab を利⽤したことがある 20.5 1.7 

サポート Cab の利⽤⽅法がわからない 25.9 60.8 

⺠間救急やサポート Cab を利⽤しようと思わない（※） ― 4.2 

※「⺠間救急やサポート Cab を利⽤しようと思わない」は平成２８年新規に選択肢追加 
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■救急⾞の有効利⽤について 
 

Ｑ１８ 救急⾞の数には限りがあります。社会全体で緊急性のある傷病者に救急⾞を有効に運⽤する
ためには、どのようにするべきだと思いますか。次の中からいくつでも選んでください。 

 
 件 数 割合 (%)

急病などの際、⼟⽇、夜間でも⾃分で病院に⾏ってもスムーズに診てもらえる環境を整える 890 65.9 

「東京消防庁救急相談センター」（＃７１１９）や「東京版救急受診ガイド」のサービス内容の充実と利⽤促進を積極的に広報する 813 60.2 

救急⾞を呼ぶべき症状やケガについて、正しい知識をわかりやすく普及する 758 56.1 

患者等搬送事業者（⺠間救急）を利⽤しやすくする 460 34.0 

テレビなどの効果的な広報媒体を使⽤した、東京の救急の出動状況等に関する広報を積極的に⾏う 439 32.5 

その他 98 7.3 

全  体 1,351 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

7.3 

32.5 

34.0 

56.1 

60.2 

65.9 

0% 20% 40% 60% 80%

その他

テレビなどの効果的な広報媒体を使⽤した、東京の

救急の出動状況等に関する広報を積極的に⾏う

患者等搬送事業者（⺠間救急）を利⽤しやすくする

救急⾞を呼ぶべき症状やケガについて、正しい知識を

わかりやすく普及する

「東京消防庁救急相談センター」（＃７１１９）や

「東京版救急受診ガイド」のサービス内容の充実と

利⽤促進を積極的に広報する

急病などの際、⼟⽇、夜間でも⾃分で病院に⾏っても

スムーズに診てもらえる環境を整える
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（4） ⾃主防災に関すること 
 

■防⽕防災訓練等について 
 

Ｑ１9－１ あなたが最近１年間で参加したことのある防⽕防災訓練や東京消防庁主催のイベント
等はありますか。次の中からいくつでも選んでください。 

 

 
平成 27 年
(n=1,491)

平成 28 年 
(n=1,339) 

どれも体験・参加したことがない 55.5 56.8 

避難訓練 26.3 26.7 

消⽕訓練 19.2 22.3 

応急救護訓練（ＡＥＤの取扱い、⼼臓マッサージ等） 18.2 18.3 

⾝体防護訓練(起震⾞での地震体験等) 4.9 4.5 

防災講演会、座談会、シンポジウム等 4.4 4.0 

救出・救助訓練 2.2 2.8 

その他 1.7 2.1 

⽔災に関する訓練 1.2 1.6 
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1.2 

1.7 

2.2 

4.4 

4.9 

18.2 

19.2 

26.3 

55.5 

1.6 

2.1 

2.8 

4.0 

4.5 

18.3 

22.3 

26.7 

56.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

⽔災に関する訓練

その他

救出・救助訓練

防災講演会、座談会、シンポジウム等

⾝体防護訓練(起震⾞での地震体験等)

応急救護訓練

（ＡＥＤの取扱い、⼼臓マッサージ等）

消⽕訓練

避難訓練

どれも体験・参加したことがない

平成28年

平成27年
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訓練のあることを

知らなかったから

38.1%

訓練の時間帯が

合わないから

25.4%

過去に参加したこと

がある訓練と同じよ

うな内容だから

11.7%

その他

8.8%

訓練に関⼼が

ないから

5.3%

休養したいから

3.9%

⼀緒に参加する⼈が

いないから

3.4%

無回答

3.4%

 

Ｑ１9－２ Ｑ１９－１で「参加したことがない」を選んだ⽅にお聞きします。参加したことがな
い最も⼤きな理由を、次の中から１つだけ選んでください。 

 
 件 数 割合 (%) 

訓練のあることを知らなかったから 290 38.1  

訓練の時間帯が合わないから 193 25.4  

過去に参加したことがある訓練と同じような内容だから 89 11.7  

その他 67 8.8  

訓練に関⼼がないから 40 5.3  

休養したいから 30 3.9  

⼀緒に参加する⼈がいないから 26 3.4  

無回答 26 3.4  

全  体 761 100.0  
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Ｑ２０ 訓練やイベント等で、あなたが参加・体験したいものはどれですか。次の中からいくつで
も選んでください。 

 

 平成 27 年 
(n=1,439) 

平成 28 年
(n=1,297)

応急救護訓練（ＡＥＤの取扱い、⼼臓マッサージ等） 55.0  46.4 

消⽕訓練 45.0  44.3 

⾝近にあるものから⾮常時に役⽴つものをつくるサバイバル訓練 43.1  37.6 

煙の中を避難する訓練 43.1  37.2 

地震の揺れの体験 32.7  28.4 

避難器具（避難はしご等）を使った訓練 24.7  19.3 

⽔災に関する訓練 21.5  16.1 

⾞の⼯具（ジャッキ等）を使った救出・救助訓練 17.8  14.7 

防災館（都⺠防災教育センター）での防災体験 12.6  12.6 

最新の装備や技術を紹介する消防防災展 12.3  11.7 

防災の映画会、座談会、講演会 13.6  9.7 

消防署の施設⾒学 10.4  9.1 

消防博物館（消防防災資料センター）の⾒学 7.7  7.9 

どれも参加したくない 1.8  3.6 

その他 1.7  2.4 
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1.7 

1.8 

7.7 

10.4 

13.6 

12.3 

12.6 

17.8 

21.5 

24.7 

32.7 

43.1 

43.1 

45.0 

55.0 

2.4 

3.6 

7.9 

9.1 

9.7 

11.7 

12.6 

14.7 

16.1 

19.3 

28.4 

37.2 

37.6 

44.3 

46.4 

その他

どれも参加したくない

消防博物館（消防防災資料センター）の⾒学

消防署の施設⾒学

防災の映画会、座談会、講演会

最新の装備や技術を紹介する消防防災展

防災館（都⺠防災教育センター）での防災体験

⾞の⼯具（ジャッキ等）を使った救出・救助訓練

⽔災に関する訓練

避難器具（避難はしご等）を使った訓練

地震の揺れの体験

煙の中を避難する訓練

⾝近にあるものから⾮常時に役⽴つものをつくるサバイバル訓練

消⽕訓練

応急救護訓練（ＡＥＤの取扱い、⼼臓マッサージ等）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

平成28年

平成27年
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■消防団について 
 

Ｑ２１－１ 地域の安全・安⼼を守るため、あなたは消防団に⼊団したいと思いますか。次の中か
ら１つだけ選んでください。 

 

 
平成 26 年
(n=1,801)

平成 27 年
(n=1,505)

平成 28 年 
(n=1,370) 

⼊団したくない 52.9 46.6 49.5  

わからない 30.8 35.0 33.4  

機会があれば⼊団してもよい 11.7 12.2 11.1  

無回答 3.7 4.9 4.7  

すでに⼊団している 0.7 0.5 0.7  

⼊団したい 0.3 0.9 0.6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
  

0.3 

0.7 

3.7 

11.7 

30.8 

52.9 

0.9 

0.5 

4.9 

12.2 

35.0 

46.6 

0.6 

0.7 

4.7 

11.1 

33.4 

49.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

⼊団したい

すでに⼊団している

無回答

機会があれば⼊団してもよい

わからない

⼊団したくない

平成28年

平成27年

平成26年
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Ｑ２１－２ Ｑ２１－１で「⼊団したくない」を選んだ⽅にお聞きします。⼊団したくない理由を、
次の中からいくつでも選んでください。 

 

 
平成 27 年
(n=691) 

平成 28 年 
(n=666) 

活動する時間がないから 49.6 41.6 

活動が⼤変そうだから 37.5 34.2 

その他 27.1 32.4 

どういった活動をするのかわからないから 9.8 14.3 

関⼼がないから 5.1 7.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

5.1 

9.8 

27.1 

37.5 

49.6 

7.4 

14.3 

32.4 

34.2 

41.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

関⼼がないから

どういった活動をするのか

わからないから

その他

活動が⼤変そうだから

活動する時間がないから

平成28年

平成27年
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Ｑ２２ 地域で活躍する消防団員に、どのような活動を期待していますか。次の中からいくつでも
選んでください。 

 
 件 数 割合 (%) 

震災などの⼤規模災害時の⽕災や救助などの消防活動 873 66.9  

平常時の⽕災や救助などの消防活動 666 51.0  

防災訓練指導や応急救護の指導 498 38.2  

年末や町会⾏事などの警戒活動 452 34.6  

⽕災予防の広報活動 312 23.9  

その他 41 3.1  

全  体 1,305 ― 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

3.1 

23.9 

34.6 

38.2 

51.0 

66.9 

0% 20% 40% 60% 80%

その他

⽕災予防の広報活動

年末や町会⾏事などの警戒活動

防災訓練指導や応急救護の指導

平常時の⽕災や救助などの消防活動

震災などの⼤規模災害時の

⽕災や救助などの消防活動



- 35 - 

 

Ｑ２3－１ あなたは、１８歳以上であれば学⽣（⾼校、⼤学、⼤学院及び専⾨学校等）でも消防団
に⼊団できることを知っていますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 

 平成 27 年
(n=1,505)

平成 28 年
(n=1,370)

知っている 19.7 22.3 

知らない 77.3 72.2 

無回答 3.0 5.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

3.0 

77.3 

19.7 

5.5 

72.2 

22.3 

無回答

知らない

知っている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

平成28年
平成27年
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0.0 

7.7 

23.2 

74.6 

0.7 

7.2 

26.7 

70.9 

その他

学⽣の消防団員に対して、就職活動の⽀援制度（特別区学⽣

消防団活動認証制度）があることを知っている

学⽣の消防団員が活動していることを知っている

⼊団できることは知っているが、学⽣の消防団員が

活動していることは知らない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

平成28年

平成27年

 

Ｑ２3－２ Ｑ２３－１で、「知っている」を選んだ⽅にお聞きします。学⽣の消防団員について、
あなたが知っていることを、次の中からいくつでも選んでください。 

 

 
平成 27 年 
(n=272) 

平成 28 年
(n=292) 

⼊団できることは知っているが、学⽣の消防団員が活動していることは知

らない 
74.6  70.9 

学⽣の消防団員が活動していることを知っている 23.2  26.7 

学⽣の消防団員に対して、就職活動の⽀援制度（特別区学⽣消防団活動認証

制度）があることを知っている 
7.7  7.2 

その他 0.0  0.7 
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5.5 

5.6 

5.6 

14.3 

21.8 

58.7 

近所に⽀援を必要とする⽅がいて、緊急時には駆けつける

などの⽀援をすることになっている

⾃分は緊急時に⽀援を必要としているが、

近所に頼れる知⼈がいない

⾃分は緊急時に⽀援を必要としていて、

近所に頼れる知⼈がいる

近所に⽀援を必要とする⽅がいて、⽇ごろから付き合いが

あるが、緊急時に駆けつけるなどの⽀援をすることには

なっていない

近所に⽀援を必要とする⽅がいる。

しかし、⽇ごろから付き合いはない

近所に⽀援を必要とする⽅はいない、もしくは知らない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

（5） 都⺠⽣活の安全に関すること 
 
■地域のつながりについて 

 

Ｑ２４ あなたがお住まいの地域で、⼀⼈暮らしの⾼齢者や体の不⾃由な⽅など、災害等の緊急時
に⽀援が必要だと思われる⽅について、あなたはどの程度知っていますか。次の中からいく
つでも選んでください。 

 
 件 数 割合 (%)

近所に⽀援を必要とする⽅はいない、もしくは知らない 783 58.7 

近所に⽀援を必要とする⽅がいる。しかし、⽇ごろから付き合いはない 291 21.8 

近所に⽀援を必要とする⽅がいて、⽇ごろから付き合いがあるが、緊急時に

駆けつけるなどの⽀援をすることにはなっていない 
191 14.3 

⾃分は緊急時に⽀援を必要としていて、近所に頼れる知⼈がいる 75 5.6 

⾃分は緊急時に⽀援を必要としているが、近所に頼れる知⼈がいない 74 5.6 

近所に⽀援を必要とする⽅がいて、緊急時には駆けつけるなどの⽀援をす

ることになっている 
73 5.5 

全  体 1,333 ― 
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16.3 

19.3 

22.5 

46.1 

75.5 

⽀援が必要な⽅に関する講演を聞いたり、

みんなで話し合って知識を深める

⽀援が必要な⽅と⼀緒に防⽕防災訓練を⾏う

⽀援が必要な⽅を災害から守るための

器具を地域で⽤意する

⽀援が必要な⽅を定期的に⾒回る仕組みを地域でつくる

⽀援が必要な⽅に関する情報を地域で共有する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

 

Ｑ２５ 緊急時に⽀援が必要な⽅を、地域ぐるみで災害から守るために、あなたがお住まいの地域
に必要だと思う取組みを次の中からいくつでも選んでください。 

 
 件 数 割合 (%)

⽀援が必要な⽅に関する情報を地域で共有する 991 75.5 

⽀援が必要な⽅を定期的に⾒回る仕組みを地域でつくる 605 46.1 

⽀援が必要な⽅を災害から守るための器具を地域で⽤意する 295 22.5 

⽀援が必要な⽅と⼀緒に防⽕防災訓練を⾏う 253 19.3 

⽀援が必要な⽅に関する講演を聞いたり、みんなで話し合って知識を深める 214 16.3 

全  体 1,312 ― 
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2.4 

10.3 

2.3 

23.3 

61.7 

1.2 

10.2 

2.5 

21.2 

64.8 

無回答

全く設置していない

⾃動⽕災報知設備⼜はスプリンクラー設備が設置

されているため、住宅⽤⽕災警報器は設置していない

義務付けられている場所の⼀部にしか設置していない

設置が義務付けられている場所

（全ての居室、台所、階段）全てに設置している

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

平成28年

平成27年

（6） ⽕災予防に関すること 
 

■住宅⽤⽕災警報器について 
 

Ｑ２6－1 あなたのお宅の住宅⽤⽕災警報器の設置状況を、次の中から１つだけ選んでくださ
い。 

 

 
平成 27 年 
(n=1,505) 

平成 28 年
(n=1,370)

設置が義務付けられている場所（全ての居室、台所、階段）全てに設置して

いる 
61.7 64.8 

義務付けられている場所の⼀部にしか設置していない 23.3 21.2 

⾃動⽕災報知設備⼜はスプリンクラー設備が設置されているため、住宅⽤

⽕災警報器は設置していない 
2.3 2.5 

全く設置していない 10.3 10.2 

無回答 2.4 1.2 
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作動確認を

実施した

45.9%

本体交換を

実施した

4.8%

どちらも

実施した

6.3%

知っているが

実施していない

16.0%

知らなかった

21.7%

無回答

5.3%

 

Ｑ２６－２ Ｑ２６―１で「全てに設置している」または「⼀部にしか設置していない」を選んだ
⽅にお聞きします。あなたはこれまでにお宅の住宅⽤⽕災警報器の作動確認及び本体交
換を実施したことがありますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 
 件 数 割合 (%) 

作動確認を実施した 541 45.9  

本体交換を実施した 57 4.8  

どちらも実施した 74 6.3  

知っているが実施していない 189 16.0  

知らなかった 256 21.7  

無回答 62 5.3  

全  体 1,179 100.0 
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■⽕災への備えについて 
 

Ｑ２７ あなたのお宅で⽕災に備えて準備しているものを、次の中からいくつでも選んでください。 
 

 
平成 27 年
(n=1,479)

平成 28 年 
(n=1,331) 

消⽕器 46.9 50.7 

⾵呂の⽔のためおき 37.5 35.8 

ガス漏れ警報器（単機能のもの） 39.7 35.0 

ロープ・避難はしごなどの避難器具 17.7 17.1 

特に何もしていない 14.9 15.9 

消⽕バケツ 12.6 14.6 

エアゾール式簡易消⽕具（スプレー式の消⽕器） 16.8 12.9 

スプリンクラー設備 6.6 6.2 

防炎寝具・防炎⾐類などの防炎品 2.8 2.8 

その他 1.6 1.7 

簡易型⾃動消⽕装置 2.3 0.8 
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2.3 

1.6 

2.8 

6.6 

16.8 

12.6 

14.9 

17.7 

39.7 

37.5 

46.9 

0.8 

1.7 

2.8 

6.2 

12.9 

14.6 

15.9 

17.1 

35.0 

35.8 

50.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

簡易型⾃動消⽕装置

その他

防炎寝具・防炎⾐類などの防炎品

スプリンクラー設備

エアゾール式簡易消⽕具

（スプレー式の消⽕器）

消⽕バケツ

特に何もしていない

ロープ・避難はしごなどの避難器具

ガス漏れ警報器（単機能のもの）

⾵呂の⽔のためおき

消⽕器

平成28年

平成27年
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2.2 

62.6 

6.1 

29.1 

2.3 

82.6 

8.1 

7.0 

無回答

知らない

知っている（⾒たことはない）

知っている（⾒たことがある）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年

平成27年

■東京消防庁が発信する防⽕対象物の安全・安⼼情報について 
 

Ｑ２８ あなたは、都⺠の皆様⾃らが建物の利⽤について判断できるよう、東京消防庁のホームペ
ージ等において、「認定優良防⽕対象物」や「違反対象物」の情報を公表していることを知
っていますか。次の中から１つだけ選んでください。（知っていると回答した⽅は、閲覧経
験の有無についてもお答えください。） 

 

 平成 27 年
(n=1,505)

平成 28 年 
(n=1,370) 

知っている（⾒たことがある） 29.1 7.0  

知っている（⾒たことはない） 6.1 8.1  

知らない 62.6 82.6  

無回答 2.2 2.3  
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Ｑ13 東京消防庁救急相談センター及び東京版救急受診ガイドについて 
 

■Ａ 意⾒  ·························································································  123 件 
・利⽤する機会があれば利⽤したいと思う。（33） 
・#7119 は覚えにくい。急な場合は、やはり｢119」の⽅が思い浮かぶと思う。

（19） 
・#7119 はとても良いシステムだと思う。（7） 
・正直迷う位なら 119 番にかける。結局救急⾞になるなら時間の無駄。（4） 
・判断に迷った時に相談窓⼝や冊⼦があるので便利だと思った。（4） 
・いつでも利⽤できるように⽬に付く所に貼っている。（4） 
・救急⾞を呼ぶか迷った場合のとても良いシステムだと思う。（4） 
・今まで知らなかった。今度時間がある時に⾒てみようと思う。（3） 
・むやみに救急⾞を呼ぶ⼈が減ってよいと思う。（3） 
・どのように利⽤すべきなのか、まだよくわからない。（3） 
・これからは、室内の⽬に付くところに置くことにする。（3） 
・内容を確認してみたい。（2） 
・その他（34） 

 
■Ｂ 要望   212 件 

・制度がある事を、もっと広報してほしい。（139） 
・東京版救急受信ガイドの冊⼦版を配布して欲しい。（22） 
・何かあった時に相談できるように家の冷蔵庫や電話近くに貼っておけるような⽬⽴

つステッカーなどがあったらいいと思う。（8） 
・こちらは、⼤変焦っている状態である。いつでも必ずすぐにつながるようにしてほ

しい。（5） 
・相談に対し、的確な判断、アドバイスをすみやかに出してくださることを望む。

（4） 
・⼀⼈でも多く利⽤して、ムダな救急⾞を呼ぶことのないように願う。（3） 
・番号をもっと周知してほしい。パニックを起こしている時に迷ってしまう。（2） 
・まず 119 を窓⼝に緊急度で振り分けたらどうか。（2） 
・その他（27） 

 
■Ｃ 利⽤した感想  ···············································································  83 件 

・親切に対応してもらえた。（26） 
・的確なアドバイスをもらえるので助かった。（15） 
・紹介してもらった病院に問い合わせたが、診てもらうことが出来なかった。（12） 
・⼦供の急な発熱や急病時の対応に助かった。（6） 
・救急センターの電話がつながらない。（4） 
・とても助かりました。ありがたく思っています。（4） 
・救急の時、空いている病院を探すのに助かった。（3） 
・症状に対するアドバイスは良いが、空いてる病院の紹介が遠い病院だった。（3） 
・電話がつながりにくい。（3） 
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・#7119 に電話しても、ほとんど病院に⾏くように指⽰しているように思える。
（2） 

・近所でお願いしたことがあったが、病院との連絡ですごく時間がかかった。（2） 
・その他（3） 
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